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This result shows that the number of availability as a channel as management is low few, 
even if there are uneasiness and a trouble, but the inclination by management of the trouble 
to the next is explored. The relation of the student who answered "Leaves it to the result", 
and each lecture was not accepted to the present uneasiness or a trouble. 
A risk of solving by oneself shutting itself up in its own husks was shown. [ one ] And 
leading to consulting with a friend employing the lesson of a university efficiently was shown. 
That is, in order to employ efficiently when he leaves the lesson of a university into society, 
can it be said that it is on extension of consulting with a friend about the posture which hears 
a lesson as a hint, without their own husks shutting themselves up? It is considered to be the 
method of employing the lesson of a university efficiently when going away into society to 
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     はい群   いいえ群   t 値 
     (n=95)  (n=65)   (df) 
成人式  2.8       3.4   3.25(153)**  
数学    2.5        3.0   2.93(154)** 
国際    2.9        3.2      1.37(152)n.s. 
学校    3.3        3.6      1.94(154)n.s. 
スラム  3.2    3.4   0.99(154)* 
富士山  2.7        3.3      2.42(152)* 
身体    3.0        3.3      1.66(153)n.s. 
出生    3.1        3.7      2.58(139)* 
生命    3.3        3.5      1.21(154)n.s. 






















はい群  いいえ  t 値 
(n=92)  (n=59)  (df) 
葛藤得点  13.9     14.9      2.15(154)* 
自信得点  12.6     12.7     0.13(155)n.s. 



















  はい群   いいえ群   t 値 
     (n=60)   (n=101)     (df) 
成人式   3.3      2.9     2.35(153)*  
数学     2.7      2.6     0.88(154)n.s. 
国際     3.1      3.0     0.93(152)n.s. 
学校     3.6      3.3     1.13(154)n.s. 
スラム   3.7    3.0    3.52(154)** 
富士山   3.1      2.8     1.25(152)* 
身体     3.3      3.0     1.08(153)n.s. 
出生     3.6    3.2     2.48(153)* 
生命     3.4      3.4     0.22(154)n.s. 


















はい群   いいえ群  t 値 
(n=60)    (n=101)   (df) 
葛藤得点   15.1      13.8     2.62(154)** 
自信得点   13.4     12.2     2.61(155)** 
自閉得点   11.7      13.6     4.73(155)** 
































 はい群  いいえ群   t 値 
(n=50)   (n=106)    (df) 
葛藤得点   14.5     14.2     0.49(154)n.s. 
自信得点   12.0     13.0     2.25(155)* 
自閉得点   13.3     12.7     1.43(155)n.s. 
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人に相談する学生が、そうでない学生よりも、葛藤
が高く、自信が高く、自閉的傾向が少なかったこと
は、授業だけでなく、友人に相談することが、青年
期にある学生の精神的な健康度の指標となること
が示されていると考えられる。青年期に葛藤がある
のは当たり前であり、先の研究では葛藤があるから
こそ、講義から学ぶ姿勢があると述べた。そして、
葛藤があっても、自分に自信を持ち、自分の殻から
出て自閉的傾向が低いことは、まさに精神的な健康
を示すものであるといえる。 
最後に、成り行きに任せる学生は、そうでない学
生に比べて、「現代社会と人 B」の各講義の教育効
果とは関連がないことは、授業についての教育効果
とは別に、ただ単に本人の自信が低いだけであると
いえる。 
（３）大学の授業のとの関連を考える 
大学における教養教育の試みとして、「現代社会
と人 A・B」が開設された。これは、先の研究に示
されているように、学生が大学から現代社会へと出
て行く上でのヒントとする目的がある。この講義か
ら多くの学びを得ることを教員としては望むもの
である。特に、大学生が持つ不安や悩みの内容とし
て、本調査でも示された、将来の生き方、進路につ
いては、このような悩みを持っているとしても、そ
れだけでは、講義から参考になるものを受け取るこ
とはないということは、予想が外れた結果である。
学生の実態としては、悩みを持っているだけで授業
から参考にするまでには、まだ距離があるというこ
とである。 
そこで、悩むことだけではなく、いかなる対処の
仕方をするのかが、関連しているということが本調
査からわかってきた。それが、自分ひとりで解決す
ることと、友人に相談するということである。結果
から見れば、友人に相談するという対処の仕方は、
後期から学ぼうとする姿勢と通じるものがある。そ
して、自分ひとりで解決することは、主体性や自主
性を重んじて自分で自分を律しようとすることと
して望ましいと思われることではあるが、授業から
学ぼうとせず、単に自分の殻に閉じこもっていると
いうことが明らかになったといえる。 
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